
標
語
」
を
募
集
し
た
大
東

亜
戦
争
一
周
年
記
念
の
企
画

で
、
32
万
以
上
の
応
募
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
▼
国
民
学
校

５
年
の
少
女
が
作
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
が
、
他
に
も
「
今

日
も
決
戦
、
明
日
も
決
戦
」

「
足
ら
ぬ
足
ら
ぬ
は
工
夫
が

足
ら
ぬ
」
な
ど
も
候
補
と
な

っ
た
と
い
う
▼
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か
ら
７

か
月
。
終
結
が
見
通
せ
な
い

中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品

の
価
格
が
高
止
ま
り
、
家
計

へ
の
打
撃
は
大
き
い
▼
電
気

料
金
は
、
大
手
電
力
10
社
全

て
が
値
上
げ
を
続
け
、
東
京

電
力
の
場
合
、
今
年
１
月
分

か
ら
約
２
割
上
昇
す
る
見
込

み
▼
食
品
の
値
上
げ
も
広
が

り
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
１
～
７
月
に
値
上

げ
し
た
品
目
数
は
、
価
格
を

下
げ
ず
内
容
量
を
減
ら
す
ケ

ー
ス
も
含
め
８
０
０
０
を
超

え
た
▼
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

や
冷
凍
食
品
な
ど
の
加
工
食

品
が
目
立
つ
。原
料
に
加
え
、

物
流
費
な
ど
あ
ら
ゆ
る
コ
ス

ト
が
高
騰
し
て
い
る
▼
当
時

の
翼
賛
政
治
は
戦
争
に
勝
つ

た
め
に
国
民
に
あ
ら
ゆ
る
我

慢
を
強
い
た
▼
80
年
経
っ
た

い
ま
、
摂
生
と
節
約
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
和

で
も
暮
ら
し
で
も
希
望
あ
る

日
本
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
（
た
）

　
戦
時
中
の
標
語

「
欲
し
が
り
ま
せ

ん
勝
つ
ま
で
は
」。

昭
和
17
年
、
大
政

翼
賛
会
と
新
聞
社

が
「
国
民
決
意
の

A

友の会と一緒に地域の暮らしと
健康を守る取り組みを進めます

道北勤医協は

　道北勤医協では、今年も５０００人の患者さん、友の会員さんにハガキ一言運動を展開しています。
　秋に入り、新型コロナウイルス以外にも寒暖によるカゼや体調不良に備えましょう。またインフルエ
ンザの予防接種、コロナワクチン接種をぜひ受けましょう。

今年も友の会員さんにハガキ一言運動と健診のお誘い活動を実施中！
道北勤医協の各院所へお気軽にご相談下さい。

旭川医院 一条クリニック

ながやま医院 宗谷医院

安心して健診を受けてください！
●会員さんに補助制度あり！
　友の会員さんが特定健診や大腸がん検診、骨密度検診、人間ド
ックなどの健診を道北勤医協の各院所で受けられる場合、それぞ
れの健診（検診）について補助があります。さらに大腸がん検診
は、地域友の会単位で会員さんに無料で検診が受けられるよう検
診キット配布を行っています。
　※骨密度健診、人間ドックは一条通病院で実施します。

身体を動かし、
楽しくリフレッシュ！

●�感染対策をしっかり行い、心も身体も健康に！
　各友の会では独自にエクササイズやふまねっと、
健康体操、椅子ヨーガ、パークゴルフ、ウォーキン
グなどを企画し開催しています。それぞれの企画は
感染対策をしっかり行っています。

困った時、不安な時、ご相談ください！
●専門の職員が対応します。
　日常生活の中で起きる困ったことや不安の
ご相談を受けつけています。医療・介護以外
の相談にも可能な範囲で対応しています。ま
ずはご相談ください。「暮らしの保健室」に
も気軽にお立ち寄り下さい。

何でも相談できる
　地域の相談所でありたいと願っています。

　道北勤医協の設立時から現在に至るまで一貫してきたことは「無差別平
等の医療と介護の実践」です。これからもこの姿勢に変わりありません。
　コロナ禍が続く中で、健康や生活への不安が増す中、積み重ねてきた様々
な経験を活かし、会員のみなさんのお役に立ちたいと願っています。

みんなで一緒に
楽しく学ぼう！

●知りたい情報が学べます。
　会員さんやご近所の方が数
人集まれば懇談会を開催でき
ます。もちろん町内会単位で
も可能です。内容等の希望に
　ついてはご相談ください。

一条通病院

(1) 道 北 の 医 療 2022年10月 第558号

〒078-8341 旭川市東光１条１丁目
　　 ＴＥＬ　0166－33－1117
　　 ＦＡＸ　0166－32－6925
　　 発行者　橋本浩德

発　　行　　所一条通病院	 旭川市東光１条１丁目  34‐2111
旭 川 医 院	 旭川市神楽３条４丁目  61‐1117
宗 谷 医 院	 稚内市末広３丁目 （稚）24‐1117
ながやま医院	 旭川市永山５条11丁目  46‐2211
一条クリニック	 旭川市東光１条１丁目  34‐1136
かたくりの郷（老健）	旭川市神楽３条４丁目  63‐1165
東光ぬくもりポート	旭川市東光１条１丁目  34‐2917
宗谷さわやかポート	稚内市末広３丁目 （稚）24‐2223
旭川きた介護センター	旭川市大町２条14丁目  53‐2111

道北勤労者医療協会
社会医療法人
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まちづくり交流館

　

第
７
波
の
感
染
拡
大
の
も
と
高
齢
者

が
孤
立
化
し
、「
コ
ロ
ナ
禍
」・
物
価
高

に
よ
る
生
活
の
困
難
が
ま
す
ま
す
深
ま

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
政
府
は
切
実
と

な
っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
対
策
や
物
価
高
に

は
目
を
向
け
ず
、
改
憲
、
防
衛
費
拡

大
、
社
会
保
障
費
削
減
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
道
北
勤
医
協
は
、
平
和
と
い
の

ち
、
暮
ら
し
を
守
る
活
動
、
そ
し
て
憲

法
９
条
改
憲
阻
止
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
ス
ト
ッ
プ
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

「
一
声
か
け
」
運
動

　
「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
は
不
安
な
毎
日
を

送
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

今
年
も
友
の
会
月
間
で
は
友
の
会
員

さ
ん
へ
ハ
ガ
キ
や
電
話
で「
一
声
か
け
」

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
常
生

活
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
相
談
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

「いつでも元気」
読んでみませんか

をつなぐ月刊誌
友の会 民医連と友

の
会
無
料
法
律

相
談
の
お
知
ら
せ

　

10
月
18
日
㈫
、
午
後
２
時

か
ら
「
あ
か
つ
き
法
律
事
務

所
」
の
畑
地
雅
之
弁
護
士
が

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※�

予
約
制
で
す
。
前
日
ま
で

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

（
担
当
者
が
事
前
に
相

談
内
容
を
お
聞
き
し
ま

す
が
、
秘
密
は
厳
守
い
た

し
ま
す
）。
連
絡
先
33-

０

８
５
４（
友
の
会
連
合
会
）

つながり広げて共同の「輪」
誰ひとり取り残さないまちづくりを！

平
和
と
い
の
ち
、暮
ら
し
を
守
る
友
の
会
強
化
月
間

�

地
域
で
の
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

各
友
の
会
主
催
の
懇
談
会
も
行
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
話

や
健
康
体
操
な
ど
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を

用
意
し
て
い
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
、

地
域
健
康
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

�「
暮
ら
し
の
保
健
室
」
は

地
域
の
保
健
室
で
す

　

健
康
相
談
、
介
護
相
談
な
ど
、
暮
ら

し
の
中
で
分
か
ら
な
い
こ
と
、
困
っ
た

こ
と
な
ど
を
ど
な
た
で
も
「
暮
ら
し
の

保
健
室
」
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
相
談

に
は
看
護
師
を
は
じ
め
病
院
の
職
員
が

対
応
し
ま
す
。相
談
ご
希
望
の
場
合
は
、

左
記
の
電
話
番
号
に
ご
連
絡
い
た
だ
く

と
便
利
で
す
。

「
暮
ら
し
の
保
健
室
」

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目
４
‐
20

ま
ち
づ
く
り
交
流
館
内

　

☎
０
１
６
６
‐
７
３
‐
６
６
１
１

道
北
勤
医
協
地
域
健
康
部

　

☎
０
１
６
６
‐
３
４
‐
２
１
９
５

友の会医療懇談会

リハビリ技士による健康体操

安心して住み続けられる
� まちづくりの取り組みを学び交流

北海道民医連第16回友の会
� 活動交流集会 in オホーツク

　

９
月
４
日
、
北
海
道
民
医

連
第
16
回
友
の
会
活
動
交
流

集
会
ｉ
ｎ
オ
ホ
ー
ツ
ク
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
全

道
各
地
よ
り
２
２
０
人
、
道

北
勤
医
協
か
ら
も
友
の

会
と
職
員
12
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
集
会

は
、
平
和
憲
法
と
社
会

保
障
を
め
ぐ
る
情
勢
を

学
び
、私
た
ち
の
役
割
、

課
題
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
学
び

交
流
す
る
、
友
の
会
活

動
強
化
・
発
展
月
間
の

　

記
念
講
演
と
し
て
、
群
星

沖
縄
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
・

筑
波
大
学
客
員
教
授
の
徳
田

安
春
医
師
よ
り
、「
医
師
が
沈

黙
を
破
る
と
き
」と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
聖
路
加
国
際
病
院
名
誉

院
長
の
故
日
野
原
重
明
氏

の
「
医
師
と
し
て
一
番
重
要

な
こ
と
、
そ
れ
は
“
非
戦
〟

で
あ
る
」
の
言
葉
を
も
と

に
、
日
米
地
位
協
定
の
不
条

理
さ
、
沖
縄
の
基
地
問
題
は

住
民
の
健
康
問
題
に
つ
な
が

っ
て
い
る
内
容
は
、「
と
て

も
説
得
力
の
な
る
お
話
だ
っ

３年ぶりとなる全道友の会活動交流集会

取
り
組
み
の
意
思
統
一

が
目
的
で
す
。

た
」
と
参
加
者
か
ら
も
好
評

で
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
札
幌
市

で
の
孤
独
死
の
事
例
報
告
か

ら
、
全
日
本
民
医
連
の
手
遅

れ
死
亡
事
例
の
調
査
概
要
報

告
を
も
と
に
、
孤
独
死
、
手

遅
れ
死
亡
事
例
が
起
き
な
い

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
地

域
で
の
声
の
か
け
合
い
、
会

員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
、
地
域
で
困
っ
て
い

る
方
た
ち
へ
の
社
会
資
源
の

活
用
や
無
料
低
額
診
療
を
知

ら
せ
る
取
り
組
み
が
提
起
さ

れ
ま
し
た
。

・�今年も一般診療の日とは別に特定健
診を行います。
・��予約制です。
　連絡先：暮らしの保健室73-6611
・�地域限定で友の会無料送迎も利用で
きます。

○�日時　�毎月�第2・4水曜日
　　　　午後2時から3時30分
　　　　まで
○�場所　�道北勤医協一条クリニ

ック
　　　　東光1条1丁目
○�費用　�友の会員は500円の

補助があります。

友の会
秋の健康
キャンペーン

お問い合わせは�道北勤医協
暮らしの保健室　73-6611まで
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相
談
室
の
窓

れ
て
い
ま
す
。
職
場
の
方
も

パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
報
告

書
の
作
成
、
電
話
対
応
、
機

器
の
操
作
が
で
き
れ
ば
復
帰

の
目
途
が
見
え
て
く
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
退
院
後
は
パ

ソ
コ
ン
操
作
な
ど
の
訓
練
が

で
き
る
作
業
所
や
職
業
評
価

や
復
帰
支
援
の
た
め
障
害
者

意
の
下
、
職
場
復
帰
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
行
う
職
場
復
帰

支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
入
院
さ
れ
て
い
る

60
代
男
性
は
、
脳
梗
塞
を
発

症
さ
れ
リ
ハ
ビ
リ
目
的
で
転

院
さ
れ
ま
し
た
。
歩
行
や
ト

イ
レ
、
入
浴
な
ど
日
常
生
活

は
自
分
で
行
う
こ
と
は
可
能

で
、
言
語
中
枢
に
支
障
が
あ

り
聞
い
た
り
文
字
を
見
て
理

解
で
き
ま
す
が
、
考
え
て
い

る
こ
と
を
言
葉
に
出
し
た
り

文
字
は
書
け
な
い
状
況
で

す
。
入
院
前
は
下
水
処
理
施

設
の
維
持
管
理
業
務
を
し
て

い
て
本
人
も
復
職
を
希
望
さ

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
労
働
者
人
口
が
減
少
し
て

い
る
中
、
国
で
は
疾
患
を
抱

え
る
労
働
者
で
も
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
職
場
に
お
い

て
適
切
な
就
業
上
の
措
置
や

進
法
に
基
づ
き
独
立
行
政
法

人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇

用
支
援
機
構
が
設
置
・
運
営

す
る
機
関
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
連
携
し
、
障
害
の
あ
る

方
、
事
業
主
、
関
係
機
関
の

方
に
対
し
て
、
職
業
安
定
や

雇
用
の
促
進
に
関
す
る
様
々

な
支
援
を
実
施
し
て
い
ま

障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
を

ご
存
じ
で
す
か
？

みんなの
医療講座

シリーズ
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大腸ＣＴ検査について
峯岸　幸太郎放射線技師

治
療
に
対
す
る
配
慮
が

行
わ
れ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
作
成
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

障
害
者
職
業
セ
ン
タ

ー
は
、
障
害
者
雇
用
促

す
。
具
体
的
に
は
就
職
に
向

け
た
準
備
の
進
め
方
や
自
分

に
あ
っ
た
働
き
方
、
仕
事
を

長
く
続
け
る
方
法
、
職
場
で

の
人
間
関
係
の
築
き
方
な
ど

支
援
内
容
を
検
討
す
る
職
業

評
価
・
職
業
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
計
画
の
策
定
、
就
労

場
面
で
作
業
活
動
や
講
習
の

受
講
を
通
じ
て
、
自
己
理
解

を
深
め
、
課
題
の
把
握
や
対

処
方
法
を
検
討
支
援
す
る
職

業
準
備
支
援
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
が
一
定
期
間
職
場
を
訪
問

し
職
場
定
着
す
る
た
め
の
ジ

ョ
ブ
コ
ー
チ
支
援
、
う
つ
病

な
ど
で
休
職
し
て
い
る
方
を

対
象
に
主
治
医
や
職
場
の
同

職
業
セ
ン
タ
ー
の
情
報

提
供
を
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

今
後
は
ま
す
ま
す
疾

患
を
抱
え
治
療
を
し
な

が
ら
、
定
年
の
延
長
な

ど
高
齢
に
な
っ
て
も
就
労
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
疾
患
の
影
響
で
働

き
に
く
さ
を
感
じ
た
時
は
障

害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
て
み
て
下
さ
い
。

道
北
勤
医
協
一
条
通
病
院

医
療
福
祉
課
　
宮
澤
　
俊

　
「
便
潜
血
検
査
で
陽
性
に

な
っ
た
け
ど
大
腸
カ
メ
ラ
は

ど
う
し
て
も
し
た
く
な
い

…
」
と
大
腸
の
検
査
に
二
の

足
を
踏
む
経
験
を
し
た
こ
と

が
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い

る
方
の
中
に
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？　

　

今
回
は
当
院
で
２
０
１
６

年
よ
り
開
始
し
て
い
る
『
大

腸
Ｃ
Ｔ
』
と
い
う
検
査
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
は
、
大
腸
（
結

腸
・
直
腸
）
に
発
生
す
る
が

ん
で
、
日
本
で
は
大
腸
が
ん

の
罹
患
者
の
数
は
男
女
合
わ

せ
る
と
一
番
多
い
が
ん
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
の
段

階
で
は
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
進
行
す
る
と
症
状

が
出
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま

す
。
症
状
と
し
て
は
腹
痛
・

血
便
・
下
血
・
下
痢
・
便

秘
・
体
重
減
少
・
お
な
か
の

張
り
な
ど
様
々
で
す
。
大
腸

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
減
少
の

た
め
に
は
早
期
発
見
、
早
期

治
療
が
と
て
も
重
要
で
す
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
大
腸

が
ん
検
診
の
受
診
率
が
30
～

40
％
程
度
と
低
率
で
、
さ
ら

に
が
ん
検
診
で
『
精
密
検
査

が
必
要
』
と
さ
れ
た
方
の
受

診
率
は
60
％
程
度
に
と
ど
ま

り
ま
す
。「
内
視
鏡
検
査
は

苦
痛
だ
」
と
い
っ
た
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
が
検
査
の
受
診

率
を
低
迷
さ
せ
て
い
る
の
が

一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

こ
で
今
回
は
、
苦
痛
が
少
な

い
大
腸
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

一条通病院放射線科

■�

ど
ん
な
前
処
置
を
す
る

の
？

　

検
査
２
日
前
の
夜
か
ら
、

下
剤
・
検
査
食
・
お
水
・
造

影
剤
を
説
明
書
に
沿
っ
て
服

用
し
ま
す
。
大
腸
カ
メ
ラ
検

査
の
前
処
置
の
よ
う
に
大
量

の
下
剤
を
飲
ん
で
腸
の
中
身

を
完
全
に
空
っ
ぽ
に
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
終
的

に
水
様
便
が
複
数
回
確
認
で

き
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
検
査
の
流
れ
は
？

　

肛
門
か
ら
直
径
約
５
㎜
の

細
い
チ
ュ
ー
ブ
を
５
㎝
ほ
ど

挿
入
し
、
そ
こ
か
ら
炭
酸
ガ

ス
を
注
入
し
て
大
腸
が
膨
ら

ん
だ
状
態
に
な
っ
た
ら
撮
影

を
開
始
し
ま
す
。
撮
影
は
仰

向
け
と
う
つ
伏
せ
の
２
回
行

い
ま
す
。
検
査
開
始
か
ら
終

了
ま
で
15
分
～
20
分
程
度
で

す
。
大
腸
の
炭
酸
ガ
ス
は
空

気
よ
り
も
体
内
へ
の
吸
収
が

早
く
、
検
査
後
は
５
～
10
分

程
度
で
お
腹
は
楽
に
な
り
ま

す
。

■�

大
腸
カ
メ
ラ
と
比
較
す
る

と
？

　

大
腸
カ
メ
ラ
と
比
べ
た
場

合
、
前
処
置
や
検
査
の
負
担

が
少
な
く
す
む
た
め
、
高
齢

者
や
、
過
去
に
大
腸
内
視
鏡

の
挿
入
が
困
難
で
あ
っ
た
方

で
も
検
査
が
容
易
で
す
。
ま

た
、
大
腸
穿
孔
や
出
血
な

ど
の
合
併
症
が
少
な
い
こ
と

や
、
大
腸
以
外
の
腹
部
臓
器

情
報
も
得
ら
れ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
以

下
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
ま
す
。

・�

病
変
組
織
の
採
取
が
で
き

な
い
た
め
、
異
常
が
検
出

さ
れ
た
場
合
は
大
腸
内
視

鏡
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・�

低
線
量
な
が
ら
医
療
被
ば

く
が
あ
る
た
め
、
妊
娠
の

可
能
性
が
あ
る
方
は
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

・�

平
坦
な
病
変
や
５
㎜
以
下

の
ポ
リ
ー
プ
の
抽
出
精
度

は
大
腸
内
視
鏡
に
比
べ
て

劣
り
ま
す
。

・�

体
外
か
ら
の
撮
影
で
あ
る

た
め
、
病
変
の
色
や
固
さ

の
情
報
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
？　

デ
メ
リ
ッ
ト
に
も
触

れ
ま
し
た
が
、
大
腸
Ｃ
Ｔ
で

異
常
が
あ
っ
た
場
合
に
は
大

腸
カ
メ
ラ
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
な
ど
、
大
腸
Ｃ
Ｔ
は
大

腸
カ
メ
ラ
検
査
を
完
全
に
補

完
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
「
便
潜
血
検

査
で
陽
性
に
な
っ
た
け
ど
大

腸
カ
メ
ラ
の
時
に
痛
く
て
大

変
な
思
い
を
し
た
か
ら
嫌

…
」「
大
腸
カ
メ
ラ
に
対
し

て
強
い
恐
怖
心
が
あ
る
」
な

ど
で
検
査
を
た
め
ら
っ
て
い

る
方
は
、
一
度
診
察
で
相
談

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
尚
、
大
腸
Ｃ
Ｔ
の
検

査
適
応
と
な
る
方
は
、
便
潜

血
検
査
陽
性
や
腫
瘍
マ
ー
カ

ー
上
昇
な
ど
、
他
検
査
に
よ

り
大
腸
悪
性
腫
瘍
が
疑
わ
れ

る
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仮想内視鏡画像（大
腸を中から見た画像）

仮想注腸画像（大腸
を外から見た画像）

毎年の検査が大切

友の会で大腸がん検診キッドを
お届けしています。

　

今
年
も
各
友
の
会
で
道
北

の
医
療
と
一
緒
に
大
腸
が
ん

検
診
キ
ッ
ド
を
会
員
さ
ん
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
７
つ
の
友
の
会
で

全
戸
配
布
と
希
望
者
へ
の
配

布
を
実
施
。
約
４
０
０
件
の

検
査
数
で
陽
性
者
は
33
件
で

し
た
。「
昨
年
初
め
て
受
け
、

結
果
は
陽
性
。
精
密
検
査
で

は
、
役
員
さ
ん
た
ち
が
大
腸

が
ん
検
診
キ
ッ
ド
の
準
備
と

配
布
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

会
長
の
清
水
兼
重
さ
ん
は
、

「
検
査
は
返
信
封
筒
に
入
れ

て
送
る
だ
け
。
多
く
の
会
員

さ
ん
に
受
け
て
ほ
し
い
」
と

検
診
の
大
切
さ
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

が
ん
が
見

つ
か
り
、

す
ぐ
治
療

し
ま
し

た
」
の
声

も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま

す
。
継
続

し
て
検
診

を
受
け
る

こ
と
が
大

切
で
す
。

　

今
年
も

豊
岡
東
友

の
会
で

大腸がん検診キッドの袋詰め作業

お届けする大腸がん検診キッド

道 北 の 医 療(3) 2022年10月 第558号
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に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
れ
を
口
実
に
核
武
装
、
核

共
有
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
保

持
な
ど
が
自
公
政
権
、
維
新

な
ど
一
部
野
党
か
ら
も
出
て

お
り
、
言
語
道
断
で
す
。
今

こ
そ
憲
法
を
守
る
活
動
を
進

め
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

嬉
し
く
思
い
ま
す

江
別
市

　
佐
藤
　
美
佐
子
さ
ん

　
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て

い
ま
す
。
懐
か
し
い
方
々
も

い
て
、
み
な
さ
ん
元
気
に
活

躍
さ
れ
て
い
て
、
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
、
40
代
と
な
り
健
診

が
い
か
に
大
事
な
こ
と
か
と

痛
感
し
て
い
ま
す
。

健
康
ま
つ
り
、
残
念

稚
内
市

　
山
谷
　
美
幸
さ
ん

　
宗
谷
医
院
で
行
わ
れ
て
い

る
健
康
ま
つ
り
が
今
年
も
中

止
と
な
り
残
念
で
す
。
コ
ロ

ナ
が
お
さ
ま
る
よ
う
に
願
う

ば
か
り
で
す
。

侵
略
戦
争
は
言
語
道
断
！

旭
川
市

　
山
田
　
智
善
さ
ん

　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
戦
争
は
言
語
道
断
、
絶
対
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ヨ
コ
の
か
ぎ
？

①��

人
が
往
来
す
る
道
筋
や
十

字
路
。

②�

○
○
辛
い
。
暮
ら
し
に
く

い
こ
と
。

④�

一
定
せ
ず
に
、
不
安
定
な

状
態
に
あ
る
こ
と
。

⑤�

手
先
を
使
っ
て
細
か
い
物

な
ど
を
作
る
こ
と
。
精
巧

な
○
○
○
。

⑥�

こ
れ
の
た
め
に
漁
業
で
は

被
害
が
。

⑧
感
動
の
◯
◯
◯
に
ひ
た
る
。

⑨
○
○
無
耶
。

⑪
◯
◯
時
雨
。

⑫�

故
人
の
残
し
た
教
え
。
先

祖
の
○
○
○
を
守
る
。

⑬�

◯
◯
水
垂
ら
す
。
○
○
の

結
晶
。

タ
テ
の
か
ぎ
？

①
夫
婦
の
一
方
か
ら
見
た
他

方
。

②
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
フ
ラ
ン
ス

や
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
地

域
を
言
い
ま
す
。

③
あ
る
限
ら
れ
た
範
囲
内
の

土
地
。

⑤
二
つ
の
物
が
向
か
い
合
う

こ
と
。

⑦
コ
ロ
ナ
禍
。
◯
◯
◯
◯
対

策
の
徹
底
を
！

⑧
◯
◯
◯
周
到
。

⑩
事
前
の
し
め
し
合
わ
せ
を

確
認
し
て
の
行
為
。

＝
応
募
方
法
＝

　
２
重
マ
ス
の
字
を
組
み
合

わ
せ
て
、
あ
る
言
葉
（
ヒ
ン

ト
参
照
）を
作
っ
て
下
さ
い
。

　
ご
応
募
は
ハ
ガ
キ
、
各
院

所
に
あ
る
「
応
募
用
紙
」、

Ｅ
メ
ー
ル
で
答
、
氏
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
を
記
入
し
て

お
送
り
下
さ
い
。
抽
選
で
20

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
お

送
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り
は
10
月
末
日
。

＝
あ
て
先
＝

〒
０
７
８
―
８
３
４
１
　

旭
川
市
東
光
１
条
１
丁
目
４

番
20
号
　
道
北
勤
医
協
本
部

地
域
健
康
部

〈
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
〉

tom
onokai@

dohoku-
kinikyo.or.jp

　
8
月
号
の
答
は「
無
言
館

（
ム
ゴ
ン
カ
ン
）」

　
応
募
総
数
は
１
２
４
通

（
ハ
ガ
キ
79
通
・
メ
ー
ル
44

通
・
応
募
用
紙
１
通
）

＝
当
選
者
＝
20
人
（
敬
称
略
）

阿
部
智
佐
子
、
石
金
博
美
、

菊
地
薫
、
北
恵
美
、
小
林
幸

江
、
清
水
清
、
武
田
勝
紀
、

中
山
稔
、
濱
田
惠
美
子
、
三

浦
京
子
、
安
中
瞳
、
山
中
和

義
、
山
梨
一
子
（
以
上
、
旭

川
市
）、
岩
渕
暁
子
（
美
瑛

町
）、武
田
美
鈴（
当
麻
町
）、

渡
辺
凜
太
郎（
東
神
楽
町
）、

大
塚
満
寿
美
、
佐
藤
雅
子
、

松
田
ち
ひ
ろ
、
松
村
千
賀
子

（
以
上
、
稚
内
市
） 後の月、栗名月、豆名

月とも呼ばれます。
ヒ
ン
ト

国
民
の
た
め
の
政
治
を

旭
川
市

　
藤
田
　
修
一
さ
ん

　
今
ほ
ど
乱
れ
た
世
の
中
は

な
か
っ
た
の
で
は
。
い
つ
か

来
た
道
に
進
み
そ
う
な
政
治

の
流
れ
。
加
え
て
旧
統
一
教

会
と
の
癒
着
。
民
意
無
視
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
な
く
、

国
民
の
た
め
に
使
う
べ
き
で

す
。シ

ン
プ
ル
な
生
活
を

東
神
楽
町

　
片
岡
　
喜
美
恵
さ
ん

　
少
し
ず
つ
身
の
ま
わ
り
の
不

要
な
も
の
を
リ
サ
イ
ク
ル
Ｓ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
へ
持
ち
込
み
、「
ゴ
ミ
と

な
る
よ
り
も
」
と
。
店
の
中
は

雑
多
な
大
量
の
品
が
き
れ
い
に

整
理
さ
れ
、
こ
ん
な
に
も
物
で

あ
ふ
れ
て
い
る
日
本
っ
て
。
シ

ン
プ
ル
な
生
活
を
目
指
し
ま
す
。

「
無
言
館
」
展

旭
川
市

　
早
川
　
雄
造
さ
ん

　
以
前
、
道
立
旭
川
美
術
館

で
無
言
館
展
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
戦
場
に
送
ら
れ

た
若
い
人
た
ち
が
、
自
分
が

生
き
た
証
と
し
て
描
い
た
作

品
の
数
々
。
心
に
訴
え
て

く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

我
々
主
権
者
と
し
て
、
再
び

同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い

た
め
に
、
戦
争
反
対
の
声
を

あ
げ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

健
診
が
大
事

旭
川
市

　
佐
藤
　
由
紀
子
さ
ん

　
健
康
に
は
自
信
が
あ
り
ま
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宗
谷
友
の
会
は
、稚
内
市

内
に
５
つ
の
友
の
会（
東
友

の
会
、潮
見
友
の
会
、南
友
の

会
、北
友
の
会
、宗
谷
友
の

会
）と
宗
谷
管
内
に
９
つ（
天

北
友
の
会
、豊
富
友
の
会
、猿

払
友
の
会
、枝
幸
友
の
会
、礼

文
友
の
会
、利
尻
友
の
会
、幌

延
友
の
会
、天
塩
友
の
会
、遠

　
道
北
勤
医
協
宗
谷
友
の
会

南
ブ
ロ
ッ
ク
（
稚
内
市
）
の

役
員
の
皆
さ
ん
が
仕
分
け
作

業
に
集
ま
る
と
、
宗
谷
友
の

会
の
事
務
所
は
元
気
な
声
に

包
ま
れ
ま
す
。
こ
の
２
年
間

は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
楽
し
み
に

し
て
き
た
新
年
会
や
親
睦
旅

行
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

み
、
体
調
を
崩
し
た
り
、
物

忘
れ
が
多
く
な
っ
た
仲
間
も

い
ま
す
。
み
ん
な
で
情
報
交

換
し
な
が
ら
、
そ
の
人
に
ふ

さ
わ
し
い
サ
ポ
ー
ト
の
仕
方

を
相
談
し
あ
い
、
そ
れ
ぞ
れ

が
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し

て
い
ま
す
。「
私
の
番
が
来

た
ら
お
願
い
ね
」
の
声
も
。

月
１
回
の
集
ま
り
は
、
ブ
ロ

ッ
ク
仲
間
の
健
康
と
介
護
の

サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
の
役
割
も

ち
ょ
っ
ぴ
り
担
う
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
も
情
報
交
換

や
交
流
が
少
し
で
も
で
き
る

よ
う
に
、
役
員
み
ん
な
で
ラ

イ
ン
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

仕
分
け
会
議
の
連
絡
や
、
ち

ょ
っ
と
し
た
励
ま
し
あ
い
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

仕分け作業のおしゃべり
でスッキリ

宗谷友の会南ブロック

「道北の医療」

宅配しています
シ
リ
ー
ズ
◯165

宗谷友の会南ブロックのみなさん

別
友
の
会
）が
あ
り
、友
の
会

活
動
や
道
北
の
医
療
の
配
布

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
「
宅
配
し
て
い
ま

す
」
は
、
宗
谷
友
の
会
南
ブ

ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
に
ご
登
場

い
た
だ
き
ま
す
。
聞
き
手
は

宗
谷
友
の
会
会
長
の
飯
田
光

さ
ん
で
す
。

そ
の
た
め
、
地
味
で
す
が
月

１
回
の
仕
分
け
作
業
で
集
ま

る
こ
と
が
、
楽
し
み
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ワ
イ
ワ
イ
み
ん
な
で
仕
分

け
作
業
を
す
る
こ
と
も
楽
し

い
の
で
す
が
、
何
と
言
っ
て

も
作
業
が
終
わ
っ
て
か
ら
の

お
し
ゃ
べ
り
が
最
高
で
す
。

健
康
の
こ
と
、
ご
近
所
の
こ

と
、子
や
孫
の
こ
と
、近
況
、

愚
痴
な
ど
話
題
は
尽
き
ま
せ

ん
。
役
員
の
高
齢
化
が
す
す

かぼちゃ

旭川市
髙野　雪子さん

旭川市
加賀谷　洋子さん

10
月
か
ら
の
診
療
体
制
の
ご
案
内

熊田肇医師が
一条通病院に着任します。

宗谷医院に
大塚勇太郎医師が着任します

　
10
月
よ
り
、
市
立
稚
内
病
院
の
大
塚

勇
太
郎
医
師
が
宗
谷
医
院
で
研
修
を
行

い
ま
す
。

　
大
塚
医
師
は
、
兵
庫
県
出
身
。

２
０
１
４
年
北
海
道
大
学
医
学
部
卒
業

後
、
同
大
学
の
分
子
生
物
学
教
室
に
進

み
、
博
士
学
位
を
取
得
。
そ
の
後
、
市

立
稚
内
病
院
で
研
修
を
開
始
し
ま
し

た
。
修
了
後
の
２
０
２
０
年
か
ら
「
日

本
最
北
端
総
合
診
療
医
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
専
攻
医
と
し
て
、
市
立
稚
内
病

院
総
合
内
科
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
10
月
よ
り
、
宗
谷
医
院
副
院
長
の
熊

田
肇
医
師
が
旭
川
に
赴
任
し
ま
す
。
外

来
や
病
棟
を
中
心
に
診
療
に
当
た
り
ま

す
。

　
熊
田
医
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

　
７
年
ぶ
り
に
旭
川
で
の
勤
務
と
な
り

ま
す
。
宗
谷
医
院
で
は
、
外
来
と
訪
問

診
療
を
中
心
に
稚
内
市
内
の
地
域
医
療

に
携
わ
っ
て
来
ま
し
た
。
旭
川
で
も
が

ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ム
ン

ンゴ


